
例年台風の時期は、全国各地で家屋の倒壊などの物的損害のみな

らず、土砂崩れや河川の氾濫により、尊い命が犠牲となっています。

今後台風のみならず、本年７月に発生した熊本県を中心に日本各地

で発生した集中豪雨が、いつ発生するかも分かりません。

災害で人命が失われないためにも、早めの避難など、自分の命を守

る行動を取りましょう

「事前の準備」
① ハザードマップを用意しておく

危険箇所や避難場所をチェックしておきましょう。

ハザードマップは各自治体のサイトから印字出来ます。

② 備蓄食料や防災グッズを準備しておく

③ 雨風が強くなる前に、家屋の補強などの対策をしておく

④ 自治体などからの正確な情報を収集しておく

「台風が接近、通過しているとき」
① 外へ出ない

河川や用水路を見に行ったりするのはやめましょう。

② より高い場所へ避難する

避難が間に合わない場合は、２階以上の丈夫な建物に避

難した方が安全な場合があります。

③ 流れている水に近づかない

④ 山などの急な斜面には近づかない

「自分は大丈夫」と思わず、一人一人の「自助」、すなわち災害に対する備

えをして、早めの避難など自ら命を守る行動を起こすことが重要です。
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